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Ⅰ は じ め に

企業の国際化とアントレプレナーシップの関連については，今日においてさまざまな
領域で議論されている。しかしながら，それらの多くは，おもに国際アントレプレナー
シップ（International Entrepreneurship）としての議論であり，中小企業によるアントレ
プレナーシップとしての国際化についての議論はほとんどなされていな

1
い。

こうした状況に対して，関・曽我（2022）は，中小企業によるアントレプレナーシッ
プとしての国際化についての概念化を目的として，最近までの関連する諸研究の動向を
システマティック・レビューによって，体系的に把握することを試みている。その結
果，1つ 目 に Johanson and Vahlne（1977），Lumpkin and Dess（1996），McDougall and
Oviatt（2000）のそれぞれに端を発する 3つの研究潮流があること，2つ目に Knight

and Cavusgil（2004）ならびに Oviatt and McDougall（2005）がこれらの研究潮流の結節
点となり，2000年半ば以降に研究潮流が統合化されたこと，3つ目に，2010年代（と
くに 2015年以降）にこの研究領域において，国際ビジネス，マーケティング，経営戦
略といった多角的な視座により検討が行われ始めたことを明らかにしている（関・曽
我，2022）。
しかしながら，関・曽我（2022）においては，関連する先行研究の動向を明らかにす

────────────
＊本稿の執筆分担は，関が第Ⅱ節，第Ⅲ節第 1項，第Ⅲ節第 3項，第Ⅴ節，曽我が第Ⅰ節，第Ⅲ節第 2項，
第Ⅲ節第 3項，第Ⅲ節第 4項，第Ⅳ節である。
１ 中小企業によるアントレプレナーシップとしての国際化についての研究は，管見に触れる限りにおいて
は，Nummela et al.（2022）と Reuber et al.（2017）のみである。
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ることにとどまっており，中小企業によるアントレプレナーシップとしての国際化を議
論するさいに不可欠な要素やこれらの要素から構成される分析モデルについては明らか
にすることができていない。これらを明らかにすることにより，中小企業によるアント
レプレナーシップとしての国際化の概念化につなげていくことができると考える。そこ
で，本研究では，VOSviewerTM により，関連する先行研究について bibliographic cou-

pling ネットワークによる引用分析を行い，論文の引用情報に基づいた論文同士の類似
度ごとのクラスターを生成し，これらの要素を特定化し，その関連を考察する。これら
の検討を踏まえ，中小企業によるアントレプレナーシップとしての国際化にかんする分
析モデルを提示する。

Ⅱ 分 析 方 法

レビュー対象とする論文を Web of ScienceTM により入手した。具体的には，まず，
Web of ScienceTM で，検索条件として，キーワードを「entrepreneurial」と「internation-
ali*」，なおかつ，「small business」と「SMEs」のいずれかを含むこと，刊行年を 2019年
末，ドキュメントタイプを ARTICLE と REVIEW として設定した。その検索の結果，
237本の論文が抽出された。その中に，7件の書籍に所収されていた文献が含まれてい
たことから，これらを除外し，対象論文を 229本に絞った。次に，筆者らは，これらの
論文の抄録すべてを 4度にわたって互いに確認し合い，本研究のテーマとは明らかに関
連しない論文 81本を抽出した。この時点で，本研究で分析対象の論文は 148本となっ
た。その上で，本研究のテーマと関連があり，なおかつ，上述の検索では抽出すること
ができなかった論文についての確認を行った。ここでは，148本の引用文献情報から高
頻度で引用されている論文を検討対象にすべきであると考えた。そこで，引用分析ソフ
トである HistCiteTM の Cite Reference 機能を使って，被引用件数が「30」以上の論文を
抽出し，なおかつ，本研究のテーマと関連する論文を確認した。その結果，11本を新
たに検討対象論文として追加し，159本が検討対象となった。その次に，システマティ
ック・レビューやメタ分析といったレビュー論文については複数の分野に横断して影響
を与えることから，こうした論文を除外することにした。結果，11本のレビュー論文
を除外し，本研究では最終的に 148本の論文を抽出するに至っ

2
た。

これらの論文を対象として，VOSviewerTM（Version 1.6.16）による bibliographic cou-

pling ネットワークによる引用分析を行った。bibliographic coupling ネットワークとは，
論文の引用情報に基づいた論文同士の類似度により構築したネットワークのことを意味
する。たとえば，論文 A と論文 B において論文 C が共通して引用される場合には，
────────────
２ 論文抽出の詳細については，関・曽我（2022）を参照のこと。
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論文 A と論文 B は類似しているということになる（Kessler, 1963）。また，VOSview-
erTM は，特定の学術領域におけるこうした諸関係をクラスターとして可視化することの
できるツールであり，経営学及びその関連領域でも使用されている（Valenzuela et al.,
2017; Vallaster et al., 2019）。本研究では，VOSviewerTM に Web of ScienceTM から落とし
込んだ 148本の論文のテキストデータを bibliographic データとしてインポートして，分
析タイプを bibliographic coupling，分析ユニットを Documents，計数方法（counting
method）を Full counting としてそれぞれ選択して，さらに，論文の最小引用回数を非
常に厳格な基準とされる 5として（Shah et al., 2019），分析を実行する。

Ⅲ 結 果

VOSviewerTM による分析の結果，上の条件を満たす論文は 84本となり，図 1のよう
なネットワークと 5つのクラスターが確認された。各クラスターにおける文献数は，表
1のように，クラスター 1から順に，31本（クラスター 1），25本（クラスター 2），19
本（クラスター 3），7本（クラスター 4），2本（クラスター 5）となった。次に，これ
らの論文をジャーナルのデータベースなどから PDF ファイルで収集した。その結果，
Foltean and Feder（2009）のみ PDF ファイルを入手することができなかったため，Fol-
tean and Feder（2009）を除いた 83本を対象としてクラスターごとにレビューを行う。

図 1 bibliographic coupling ネットワークによる引用分析の結果

出所：VOSviewer により筆者作成
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Ⅲ-1．クラスター 1 ネットワー
3
ク

クラスター 1は，31本の論文から構成されるものであり，ネットワーク（network）
に焦点を当てた研究群である。中小企業が国際化を実現するいくつかの要素の 1つとし
て，ネットワークの重要性が知られており（Turunen and Nummela, 2017），国際的な起
業機会を特定するために利用されるなど（Ciravegna et al., 2014; Dimitratos et al., 2016;
────────────
３ クラスター 1において，ネットワークと関連が薄い論文が 13本あり，これらについては本文では触れ
ていない。

表 1 各クラスターにおける文献

クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3

Andersson et al.（2018）
Chandra et al.（2009）
Ciravegna et al.（2014）
Ciravegna et al.（2018）
Ciravegna et al.（2019）
Crick et al.（2020）
da Rocha et al.（2012）
Dimitratos et al.（2016）
Felzensztein et al.（2015）
Fillis and Lee（2011）
Gerschewski et al.（2015）
Hannibal et al.（2016）
Hsiehet al.（2019）
Karami and Tang（2019）
Lafuente et al.（2015）
Langseth et al.（2016）
Lehto（2015）
Li et al.（2015）
Magnani and Zucchella（2019）
Manolova et al.（2014）
Marinova and Marinov（2017）
Morgan et al.（2018）
Munoz-Bullon et al.（2015）
Nyuur et al.（2018）
Oparaocha（2015）
Rosenbaum（2017）
Torkkeli et al.（2019）
Turunen and Nummela（2017）
Urbano et al.（2011）
Voudouris et al.（2010）
Zander et al.（2015）

Asemokha et al.（2019）
Ayuso and Navarrete-Baez（2018）
Bianchi et al.（2017）
Boso et al.（2013）
Cumming et al.（2015）
Foltean and Feder（2009）
Genc et al.（2019）
Glavas and Mathews（2014）
Gnizy et al.（2014）
Hagen et al.（2012）
Hagen et al.（2017）
Jin et al.（2018）
Joensuu-Salo et al.（2018）
Kowalik et al.（2017）
Monteiro et al.（2017）
Mostafiz et al.（2019）
Ngoma et al.（2017）
Radulovich et al.（2018）
Rahman and Mendy（2019）
Raymond et al.（2016）
Ribau et al.（2017）
Rodriguez-Serrano and
Martin-Armario（2019）
Rua et al.（2018）
Sinkovics et al.（2013）
Thanos et al.（2017）

Denicolai et al.（2015）
Fletcher（2004）
Guzman-Cuevas et al.（2009）
Hagen et al.（2019）
Ibeh（2003）
Johanson and Vahlne（1977）
Johanson and Vahlne（2009）
Knight and Cavusgil（2004）
Lechner and Leyronas（2009）
Liu et al.（1998）
Lumpkin and Dess（1996）
McDougall and Oviatt（2000）
O’Cass and Weerawardena（2009）
Oviatt and McDougall（1994）
Oviatt and McDougall（2005）
Reuber and Fischer（1997）
Sommer and Haug（2011）
Sundbo et al.（2001）
Wolff and Pett（2006）

クラスター 4 クラスター 5

Colapinto et al.（2015）
Filatotchev et al.（2009）
Ismail and Kuivalainen（2015）
Kocak and Abimbola（2009）
Loane and Bell（2006）
Mort and Weerawardena（2006）
Spence and Crick（2006）

Acosta et al.（2018）
Teixeira and Ferreira（2019）

出所：筆者作成
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Lehto, 2015），国際化をめぐる主要な議論の 1つとして紹介されている（Chandra et al.,
2009）。ネットワークには，企業家など個人の人的ネットワーク（Gerschewski et al.,
2015; Langseth et al., 2016; Lehto, 2015; Marinova and Marinov, 2017; Urbano et al., 2011;

Voudouris et al., 2010）を中心とし，企業間のネットワーク（Torkkeli et al., 2019），制
度ネットワーク（Oparaocha, 2015）や金融ネットワーク（Manolova et al., 2014）など多
様である。
クラスター 1では，どのようなネットワークが，国際化の実現にどのように貢献する
のかを明らかにするための定性的な分析を行う研究が多く含まれている。たとえば，
Voudouris ら（2010）は，ギリシャの国際ニュー・ハイテク・ベンチャー企業
（INHTV）では，その起業学習（entrepreneurial learning）が，個人から始まり，その後
に組織全体とそのネットワークを徐々に包含していくプロセスであることを明らかにし
ている。Urbano ら（2011）は，スペインにおける異なる民族性を有した国境を超越す
る企業家（transnational entrepreneur）のケースから，国境を越えた家族のつながりなど
社会的ネットワークが，国境を超越したアントレプレナーシップの発現ではなく，その
後の発展に影響を与える社会文化的要素の 1つであるとしている。Oparaocha（2015）
は，制度ネットワークが北欧の中小企業の国際化プロセスに正の影響を及ぼすことを指
摘している。Lehto（2015）は，フィンランドにおける海外販売の初期の段階を対象に，
買い手と売り手の初期の直接対話における個人的なネットワークの役割を指摘してい
る。Langseth ら（2016）は，海外市場の知識とネットワークの結びつきという調整力
が，北欧の中小企業の国際化のスピードを高めていることを指摘している。Andersson
ら（2018）は，スウェーデンのボーン・グローバル企業が中国で事業を展開させていく
さいに，国際的なネットワークの活用が有効であったことを指摘した。
ただし，ネットワークはあくまでさまざまな要因の 1つであることも明らかである。
たとえば，Turunen and Nummela（2017）は，北欧の中小企業の国際化には，資源ベー
ス，企業のネットワーク，アントレプレナーの能力の相互作用が重要であると指摘して
いる。また Marinova and Marinov（2017）は，欧州の家族企業では，オーナー・マネジ
ャーの国際化志向と国際的な関与が，他社とのネットワークと相まって，輸出開始を促
進することを指摘している。Karami and Tang（2019）は，ニュージーランドの中小企
業では，起業志向（EO: Entrepreneurial Orientation）が国際的な業績に影響を与えるさ
いに，ネットワーク構築能力と経験学習が媒介的な役割を果たしていることを実証して
いる。
クラスター 1の多くは定性的な分析を行う研究であるが，なかには定量的な分析を行
う研究も含まれている。その多くが，国際化の成果に与える影響について検証してい
る。たとえば，Manolova ら（2014）は，国内の金融ネットワークの多様性が，国際的
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なパフォーマンスに正の影響を及ぼすことを実証している。ただしネットワークは，定
性的研究と同じく，あくまでさまざまな要因の 1つであることが明らかである。その例
外としては，Nyuur ら（2018）の研究があるが，Nyuur らは，国際化に寄与するネット
ワークの構造的属性（密度，中心性，非公式性）を実証している。また Felzesztein ら
（2015）は，多くの数のネットワークを活用した場合には，企業家は世界のさまざまな
地域を対象市場とする傾向が強いことを示している。
中小企業の国際化にとってネットワークが重要であるという認識は，多くの場合，共
通のものとみられる。しかしながら，定性的な研究のいくつかで，必ずしもネットワー
クが国際化に寄与しないという見解が指摘されている。たとえば Chandra ら（2009）
は，国際的な機会の発見は，単純にネットワークや照会により新たな情報を得るといっ
た偶然の出会い（serendipitous encounters）によって発生するものではなく，問題解決の
プロセスにおける資源，スキル，新技術といった以前から手元にある手段と国際市場と
いった新たな目的が解釈レベルで可能な限りマッチすることと関連があるということ，
すなわち発見における知識と起業志向がなくてはならないことを指摘している。また，
Rosenbaum（2017）は，ファッションデザイン業界の複数の企業家による 116の海外市
場参入のケースのうち，24のケースでしかネットワークを利用していないことを確認
しており，これがワークライフバランスや知識の流用に対する不安のためであったとい
う回答者の声をとりあげている。

Ⅲ-2．クラスター 2 起業志向（EO: Entrepreneurial
4

Orientation）
クラスター 2は，25本の論文から構成されるものであり，起業志向に焦点を当てた
研究群である。起業志向とは，新規事業への参入を引き起こすプロセス，実際の活動，
意思決定にかんする活動のことを意味し，これを特徴づけるものとして，自律性，革新
性，リスクテイク，積極性，競争業者への攻撃性という 5つの要素がある（Lumpkin
and Dess, 1996, 136-

5
137）。こうした起業志向型の強い企業の特徴として，事業の地理的

な範囲が広く，総売上に対する輸出売上の割合が高いということがあげられ（Hagen et
al., 2012; Hagen et al., 2017），起業志向は企業の国際化（Ngoma et al., 2017），とりわ
け，INVs の国際化を推進するのである（Kowalik et al., 2017）。なお，起業志向は，制
度的圧力などのコンテクストによるが，国際化のみならず，持続可能な開発を促進する
側面も有する（Ayuso and Navarrete-Baez, 2018）。
起業志向にかんする研究の多くは，起業志向と企業の業績の関係に着目している。こ

────────────
４ クラスター 2において，起業志向と関連が薄い論文が 4本あり，これらについては本文では触れていな
い。また，レビューの対象から除外した Foltean and Feder（2009）はこのクラスターに含まれる。

５ Lumpkin and Dess（1996）は，クラスター 3に含まれている。
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うした関係については，起業志向の企業の業績に対する直接的な影響が確認されている
だけではなく（Monteiro et al., 2017; Radulovich et al., 2018; Rua et al., 2018; Thanos et al.
2017），間接的な影響も多く確認されている。たとえば，起業志向が，ビジネスモデル
のイノベーション（Asemokha et al., 2019），国際機会の認識（Bianchi et al., 2017），
マーケティング能力（Jin et al., 2018），インターネットの販売チャネルの活用（Sink-
ovics et al., 2013），ダイナミックな組織学習能力（Raymond et al., 2016）を媒介して，
企業の業績に影響を与えるという間接的な影響について実証されている。また，起業志
向が，企業の学習文化を促進することから，マーケティングの適応化と現地統合を媒介
して企業の業績に影響を及ぼすということも実証されている（Gnizy et al., 2014）。つま
り，起業志向も，ネットワークと同様に，中小企業が国際化を実現する要素の 1つなの
である。
また，起業志向には革新性の要素が含まれていることから，起業志向とイノベーショ
ンの関係を検証するものも多い。たとえば，起業志向を構成する積極性，革新性，リス
クテイクがイノベーションを促進することや（Genc et al., 2019），起業志向に基づいた
企業の活動が輸出製品のイノベーションを成功に導くことが，実証されている（Boso
et al., 2013）。また，起業志向のイノベーションに対する間接的な影響についても検証
されており，たとえば，起業志向が影響を与えるダイナミック吸収能力がイノベーショ
ンにかんする業績を高めることが確認されている（Rodríguez-Serrano and Martín-
Armario, 2019）。他方，イノベーションが起業志向に与える影響についても分析がされ
ており，たとえば，市場の変化に対して事前に行動を起こす企業のイノベーションが，
起業志向を向上させ，その結果，企業の業績を向上させることが実証されている（Ri-
bau et al., 2017）。
このように，クラスター 2におけるほとんどの研究は，Covin and Slevin（1989），

Lumpkin and Dess（1996），Naman and Slevin（1993）などで行われた起業志向の操作化
に基づいて，定量的な分析を行うものであるが，定性的な研究も含まれている。たとえ
ば，Glavas and Mathews（2014）は，8社の事例研究を通じて，成功した国際的なアン
トレプレナーシップを持つ企業が，高いレベルの国際的な革新性と積極的な行動を包含
しており，インターネット能力をより高度に統合していることを示している。

Ⅲ-3．クラスター 3 組織能
6
力

クラスター 3は，19本の論文から構成されるものであり，組織能力（organizational
capability）に焦点を当てた研究群である。この組織能力は，能力の源泉となる知識の獲
────────────
６ クラスター 3において，組織能力と関連が薄い論文が 2本あり，これらについては本文では触れていな
い。
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得や能力によって生み出されるイノベーションや製品改善などの志向性，組織の柔軟性
などを含む包括的なものである（Hagen et al., 2019; Ibeh, 2003; Knight and Cavusgil,
2004; Liu et al., 1998; O’Cass and Weerawardena, 2009; Reuber and Fischer, 1997; Wolff

and Pett, 2006）。
クラスター 3には，国際ビジネスならびにアントレプレナーシップの研究領域で比較
的刊行年が古く，その後に国際アントレプレナーシップという研究領域の確立へとつな
がっていくような新しい研究テーマを誘発する研究が多く含まれている（Fletcher,
2004; Johanson and Vahlne, 1977; 2009; Lumpkin and Dess, 1996; McDougall and Oviatt,

2000; Oviatt and McDougall, 1994; 2005）。その特徴を先取りすれば，当初は国際化を実
現する要因が，国ごとの差異であったものが，研究が深化していくなかで，国ごとの差
異よりも企業側の国際化を実現する組織能力により重きが置かれるようになっていっ
た。
国際ビジネスの古典的な研究でウプサラ・モデルと呼ばれる国際化の段階的なプロセ
スを提唱した Johanson and Vahlne（1977）は，市場の知識と市場コミットメントは，
コミットメントの決定と現在の活動に影響を与えるとともに，その逆の影響もあるとい
う国際化の基本メカニズムを提唱している。Oviatt and McDougall（1994）は，かかわ
る国の数と国ごとにまたがって調整される諸活動の数から，国際ニュー・ベンチャーの
類型化を行っている。Lumpkin and Dess（1996）は，自律性，イノベーティブネス，リ
スクテイク，積極性，競争業者への攻撃性（competitive aggressiveness）の 5つから構成
される起業志向と企業の業績との関連を調査するためのコンティンジェンシーな枠組を
提示している。
国際ビジネスとアントレプレナーシップの 2つの研究経路が交差する新しい研究領域
として国際アントレプレナーシップが提唱されると（McDougall and Oviatt, 2000），
Oviatt and McDougall（2005）は，企業家の機会認識から始まり，技術的な要素，競争
といった動機の要素，アントレプレナーの認識にかんする媒介的要素，そして，知識と
ネットワークといった交互作用的要素から構成される国際アントレプレナーシップの概
念モデルを提示している。Fletcher（2004）は，設立して間もなく国際的に展開する
ボーン・グローバル企業と異なり，中小企業の場合には設立して数年後に国際化するレ
イト・スターターであり，それぞれで国際化のプロセスが異なることを指摘している。
ウプサラ・モデルを唱えた Johanson と Vahlne も，後にビジネス環境が，関係性のネッ
トワークとして捉えられていることを受け，国際化の基本メカニズムに信頼構築と知識
創造を追加している（Johanson and Vahlne, 2009）。こうして国ごとの差異よりも企業側
の国際化を実現する組織能力により重きが置かれるようになっていったのである。
クラスター 3では，国際アントレナーシップの研究領域をめぐるコンセプチュアルな
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研究展開と別に，中小企業の組織能力にかかる実証研究が含まれている。それらのなか
には，中小企業のなかには国際化を実現する企業とそうでない企業とがあり，国際化の
実現を可能とする組織能力をめぐってさまざまな説明が試みられている。ただし国際化
の実現には，組織能力が直接的に機能する場合と，間接的に機能する場合とに大きく見
解がわかれている。まず，組織能力が直接的に国際化の実現に機能するとみる見解に
は，その組織要因として，戦略的パートナー（Reuber and Fischer, 1997），人的資源
（Liu et al., 1998），イノベーティブな文化，知識，能力（Knight and Cavusgil, 2004），製
品改善志向（Wolff and Pett, 2006），組織的イノベーション（O’Cass and Weerawardena,
2009），コンティンジェンシー（Ibeh, 2003），柔軟性と選択的応答性の複合体としての
戦略的アジリティ（Hagen et al., 2019）などがとりあげられている。
この見解に対して，組織能力が間接的に国際化の実現に機能するとみる見解には，組
織能力に企業家個人の要素を含めている。たとえば，Sundbo ら（2001）は，フランチ
ャイズの活動の国際化におけるイノベーションの適応と実施を円滑にするものとしてフ
ランチャイズされた企業家（Franchised Entrepreneur を統合した概念としてフラントレ
ナー）の役割を強調している。このように中小企業の国際行動を実現する組織能力に対
して企業家が与える影響に焦点を当てた研究がいくつか含まれており，具体的には企業
家の意図（Sommer and Haug, 2011），企業家の人口統計的な属性，背景，経験（Denico-
lai et al., 2015）などがある。

Ⅲ-4．クラスター 4 知
7
識

クラスター 4は，7本の論文から構成されるものであり，知識にかんする研究群であ
る。ここでいう知識には，海外市場の知識（Ismail and Kuivalainen, 2015; Kocak and
Abimbola, 2009; Loane and Bell, 2006; Mort and Weerawardena, 2006）だけでなく，製品
の製造や開発で必要となるような技術（Filatotchevet et al., 2009; Kocak and Abimbola,
2009; Mort and Weerawardena, 2006）も含まれる。
企業が海外市場で事業を展開するさいには，海外市場にかんする知識が必要となる。
こうした知識が欠如している場合には，製品やサービスの現地化や現地のネットワーク
に入り込むことが難しいことから，海外市場にかんする知識は企業の業績を左右する重
要な要素となるのである（Ismail and Kuivalainen, 2015）。海外市場にかんする知識は，
企業のネットワークを通じて収集される。具体的に，国際化する起業を行う企業におい
ては，海外市場にかんする知識を深め，国際競争力を高めるために，既存のネットワー
クを積極的に活用し収集していることが確認されている（Loane and Bell, 2006）。
企業の技術的な知識も国際化と関連する要素である。イノベーティブな企業は，研究

────────────
７ クラスター 4において，知識と関連が薄い論文が 2本あり，これらについては本文では触れていない。
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開発にかんする知識を組み合わせることで国際的な機会を活用することができることか
ら，研究開発や技術移転といった能力開発は，企業の輸出パフォーマンスを左右するの
である（Filatotchev et al., 2009）。ただし，海外経験があり，海外のネットワークを有す
る「帰国子女」の起業家の存在の重要性を Filatotchev ら（2009）が指摘しているよう
に，こうした知識は中小企業が国際化を実現する要素の 1つであり，他の要素との関連
が重要なのである。
また，特にボーン・グローバル企業にとっては，これらの技術的な知識と海外市場に
かんする知識の両方の重要性が指摘されている。Mort and Weerawardena（2006）は，
ボーン・グローバルのネットワーキングに焦点を当て，ネットワーキング能力が，知識
集約型製品における技術や市場のトレンドにかんする知識獲得を促し，国際的なパフ
ォーマンスを高めることを指摘している。また，Kocak and Abimbola（2009）は，ボー
ン・グローバル企業では市場にかんする知識と技術的な知識が必要となり，これらが起
業志向，マーケティング志向，企業の学習志向などと相まって，イノベーションや企業
の業績につながることを指摘している。

Ⅲ-5．クラスター 5 その他
クラスター 5を構成する論文は，Acosta ら（2018）と Teixeira and Ferreira（2019）
の 2本のみであった。VOSviewerTM によって作成された図を見ると，これらの論文のう
ち，Acosta ら（2018）は他の論文との結びつきがあるが，Teixeira and Ferreira（2019）
はどの論文との結びつきがないことから，この 2本の論文の関連は薄いことがわかる。
これらの論文は，VOSviewerTM でのクラスター作成時の引用の最小回数の基準値である
5を満たしていることから，抽出されたのである。
Acosta ら（2018）は，国際市場志向，ネットワーク能力，国際起業志向が，企業の
国際パフォーマンスに与える影響について定量的な分析により検討している。分析の結
果，企業の国際パフォーマンスは，ネットワーク能力と国際起業志向から正の影響を受
けるが，国際市場志向から影響を受けないこと，そして，国際起業志向が中小企業のネ
ットワーク能力と国際市場志向に正の影響を与えていることが確認されている。他方，
Teixeira and Ferreira（2019）は，ポルトガルのマデイラ諸島を対象にして，マデイラ自
治区での観光の競争力におけるアントレプレナーの手工芸品（artisan products）の役割
について，定量的な分析により検討している。分析の結果，外部のサポートや外部から
の資金調達という観点から，EU だけでなくマデイラ自治区による援助やサポートの下
で実施されるプロジェクトの数を増やすべきであることが示唆されている。
このように，論文の内容からも 2本の論文の関連性が希薄であることから，このクラ
スターは「その他」として位置づけられる。

同志社商学 第７４巻 第３号（２０２２年１１月）５２（ 688 ）



Ⅳ ディスカッション

VOSviewerTM をもちいた bibliographic coupling ネットワークによる引用分析から，5
つのクラスターを抽出することができた。そして，これらのクラスターを構成する論文
を検討した結果，ネットワーク，起業志向，組織能力，知識，その他といった諸要素を
示すものであることが明らかとなった。これらのうちのその他を除いた 4つの要素及び
要素間の関連を踏まえて，中小企業によるアントレプレナーシップとしての国際化を捉
えるさいの分析モデルについて検討する。
1つ目に，ネットワークには，企業家など個人の人的ネットワーク（Gerschewski et

al., 2015; Langseth et al., 2016; Lehto, 2015; Marinova and Marinov, 2017; Urbano et al.,

2011; Voudouris et al., 2010），企業間のネットワーク（Torkkeli et al., 2019），制度ネッ
トワーク（Oparaocha, 2015）や金融ネットワーク（Manolova et al., 2014）などの種類が
あり，こうしたネットワークは国際化や国際業績に対して直接的に影響を与える一方で
（Lehto, 2015; Manolova et al., 2014; Oparaocha, 2015），ネットワークと知識との相互作
用が国際化を促すことが指摘されている。もちろん，ネットワークを活用すると知識が
流用されてしまうという恐れがあることから，ネットワークをあえて活用しない企業も
存在するが（Rosenbaum, 2017），海外市場の知識がコミットメントを決定づけるという
ことを示すウプサラ・モデルを踏まえると（Johanson and Vahlne, 1977; 2009），ネット
ワークを通じて海外市場の知識を獲得している企業が多いと推察できる。実際，事例研
究を通じて国際的に事業を拡大するさいには，ボーン・グローバル企業が情報収集や機
会発見のために既存のネットワークを活用することが指摘されており（Andersson et al.,
2018），また，構築したネットワークを通じて知識を獲得することにより国際競争力が
向上することが実証されている（Loane and Bell, 2006）。
2つ目に，ネットワークに並んで，起業志向も企業の国際化を推進する重要な要素で
ある。起業志向は，直接的に企業の国際化を推進し（Kowalik et al., 2017; Ngoma et al.,
2017），さらには国際業績を高めるものである（Monteiro et al., 2017; Radulovich et al.,
2018; Rua et al., 2018; Thanos et al., 2017）。他方，起業志向の国際化や国際業績に対す
る直接的な影響が確認されない場合もあることから（Asemokha et al., 2019; Bianchi et
al., 2017, Raymond et al., 2016），間接的な影響も重要となるとみられる。たとえば，ネ
ットワークとの関連については，起業志向がなければネットワークを活用した国際化の
機会の発見には結びつかないという指摘があるように（Chandra et al., 2009），起業志向
がネットワーク構築能力を通じて，国際的な業績に影響を与えることが実証されている
（Acosta et al., 2018; Karami and Tang, 2019）。つまり，起業志向は，ネットワークを活
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用した国際化の推進に影響を与えているといえる。
3つ目に，組織能力は，イノベーション志向，製品改善志向，組織の柔軟性などを含
む包括的なものである。こうした組織能力も，ネットワークや起業志向と同様に，国際
化を直接的に推進する側面を有する一方で（Hagen et al., 2019; Ibeh, 2003; Knight and
Cavusgil, 2004; Liu et al., 1998; O’Cass and Weerawardena, 2009; Reuber and Fischer, 1997;

Wolff and Pett, 2006），間接的に推進すると指摘する研究もある（Denicolai et al., 2015;
Sommer and Haug, 2011; Sundbo et al., 2001）。組織能力が間接的に国際化の実現に機能
するとみる見解には，企業家の経験（Denicolai et al., 2015），意図（Sommer and Haug,
2011），役割（Sundbo et al., 2001）といった企業家個人の要素が含まれており，こうし
た企業家個人の要素は，とりわけ，中小企業によるアントレプレナーシップとしての国
際化を検討するさいに重要な要素であると考えられる。他方，組織能力とネットワーク
の関連については，その数は少ないながらもいくつかの研究がある。しかしながら，ア
ントレプレナーの能力とネットワークの相互作用が国際化を推進することが指摘されて
いる一方で（Turunen and Nummela, 2017），ネットワークの活用はインターネット能力
といった新たな能力の開発を妨げる可能性のあることが指摘されており（Glavas and
Mathews, 2014），統一した見解がみられない状況にある。つまり，ネットワークと組織
能力の関係については，十分に検討がなされていないといえる。
4つ目に，知識には，海外市場の知識（Ismail and Kuivalainen, 2015; Kocak and Abim-

bola, 2009; Loane and Bell, 2006; Mort and Weerawardena, 2006）だけでなく，製品の製
造や開発で必要となるような技術（Filatotchevet et al., 2009; Kocak and Abimbola, 2009;
Mort and Weerawardena, 2006）も含まれる。ネットワークを通じた知識の獲得が国際化
を推進することや（Johanson and Vahlne, 1977; 2009, Loane and Bell, 2006），市場にかん
する知識と技術的な知識が起業志向，マーケティング志向，企業の学習志向などと相ま
ってイノベーションや企業の業績につながることから（Kocak and Abimbola, 2009），要
素間の関連が重要であるとみられる。しかしながら，起業志向と知識，組織能力と知識
といった関連については十分に検討がされていない状況にある。
このような諸要素及び諸要素間の関連を踏まえ，筆者らは中小企業によるアントレプ
レナーシップとしての国際化の分析モデルを提示する。これを示したものが図 2であ
る。ネットワーク，起業志向，組織能力，知識のそれぞれの英語の頭文字からこの分析
モデルのことを，NEOK モデルと命名する。
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Ⅴ 小 結

本研究では，これまでに議論がほとんどなされていないと考える中小企業によるアン
トレプレナーシップとしての国際化をとりあげ，その概念化につなげていくための分析
モデルを提示することを目的としていた。
具体的には，VOSviewerTM をもちいて，関連する先行研究について bibliographic cou-

pling ネットワークによる引用分析を行い，論文の引用情報に基づいた論文同士の類似
度ごとのクラスターを生成し，ネットワーク，起業志向，組織能力，知識という 4つ
が，中小企業によるアントレプレナーシップとしての国際化を捉えるさいに重要な要素
となることを明らかにした。そして諸要素の関連を考察したところ，これらの諸要素の
うち，起業志向については，国際化に対する直接的な影響だけはなく，組織能力とネッ
トワークを媒介した間接的な影響にかんしても検討がなされてきた。さらに，ネット
ワークについては，国際化に対する直接的な影響だけではなく，知識を媒介した間接的
な影響にかんしても検討がなされてきた。したがって，中小企業によるアントレプレ
ナーシップとしての国際化を捉えるさいには，こうした諸要素の国際化に対する直接的
及び間接的な影響について検討する必要があると考えられる。
他方で，4つの諸要素のうち，組織能力についてはネットワークや知識との関連とい
う点で，起業志向については知識との関連という点で，これまでにあまり検討がされて
きていないことも明らかとなった。したがって，今後，中小企業によるアントレプレ

図 2 中小企業によるアントレプレナーシップとしての国際化の分析モデル（NEOK モデル）

出所：筆者作成
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ナーシップとしての国際化について検討するさいには，組織能力とネットワークや知識
との関連を検討すべきであると考えられる。
最後に，本研究で導出した分析モデル（NEOK モデル）は，見方を変えれば，必ず
しも中小企業に限った点ではないかもしれない。アントレプレナーシップとしての国際
化を中小企業の観点からみた場合には，その行為主体である中小企業ゆえの何らかの含
意（関・曽我，2022）が必要であると考える。
これらの諸点が，本研究で提示した分析モデルの精緻化，また概念化に向けて残され
た今後の課題である。
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